
23

全
国
的
に
増
加
す
る

認
知
症
患
者

　

日
本
の
認
知
症
患
者
数
は
平
成

24
年
時
点
で
約
４
６
２
万
人
、65
歳

以
上
の
約
７
人
に
１
人
。認
知
症
予

備
軍
の
人
も
含
め
る
と
、65
歳
以
上

の
約
４
人
に
１
人
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37
年（
２
０

２
５
）に
は
、患
者
数
は
全
国
で
約
７

０
０
万
人
前
後
、65
歳
以
上
の
約
５

人
に
１
人
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
）

飯
南
町
は
65
歳
以
上
の

６
人
に
１
人

　

飯
南
町
で
は
、平
成
29
年
４
月

に
、要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
を
対

象
に
調
査
を
実
施
。認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
人
は
３
４
０
人
で
、65
歳
以

上
の
約
６
人
に
１
人（
15
・
７
％
）。こ

れ
は
、人
口
の
約
７
％
に
相
当
し
ま

す
。ま
た
、単
身
高
齢
者
と
高
齢
者

の
み
世
帯
の
割
合
が
高
い
地
区
で
、

要
介
護
認
定
者
、認
知
症
患
者
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

 

誰
も
が
な
り
う
る「
脳
の
病
気
」

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
な
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
脳
の
機
能
障
害
が
起
こ

る
こ
と
で
、長
期
に
わ
た
り
生
活
に

支
障
が
出
る
状
態
を「
認
知
症
」と

い
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
の

う
ち
、最
も
多
い
の
は
脳
の
細
胞
が

ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
く「
変
性
疾

患
」と
呼
ば
れ
る
病
気
で
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
、レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
な
ど
。続
い
て
多
い
の
が
、脳

梗
塞
や
脳
出
血
等
で
、細
胞
に
栄
養

や
酸
素
が
届
か
な
く
な
り
、そ
の
部

分
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
、脳
血
管

性
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
症
状

　

認
知
症
の
初
期
症
状
は
、同
じ
こ

と
を
何
回
も
話
す
、数
分
前
の
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
記
憶
障
害
な
ど

で
、た
だ
の
も
の
忘
れ
と
区
別
が
つ

き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、医
療
機
関
で
の
早
め
の
精
査

が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
が
進
行
す
る
と
、出
来
事

の
存
在
自
体
を
忘
れ
る
よ
う
な
異

常
な
も
の
忘
れ
、こ
こ
は
ど
こ
？
今

は
い
つ
？
が
分
か
ら
な
く
な
る
場

所
・
時
間
の
見
当
識
障
害
、言
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
、伝

え
ら
れ
な
く
な
る
言
語
障
害
な
ど
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、怒
り
っ
ぽ
く
な
る
な
ど
性

格
の
変
化
や「
う
つ
」の
よ
う
な
症

状
、
幻
覚
、
妄
想
、
徘
徊
な
ど
行

動
・
心
理
症
状
と
呼
ば
れ
る
症
状

や
、ふ
ら
つ
き
や
歩
行
困
難
、ム
セ
や

す
く
な
る
な
ど
の
身
体
症
状
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切

　

認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状
、身

体
症
状
は
、適
切
な
治
療
と
対
応
を

す
る
こ
と
で
、進
行
の
抑
制
や
症
状

の
緩
和
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
家
族
や
身
近
な
人
が「
い

つ
も
と
違
う
」「
以
前
と
違
う
」と
気

づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
感
じ

た
こ
と
を
か
か
り
つ
け
医
や
保
健

師
、あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
相
談

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

家
族
や
身
近
な
人
が
、「
も
し
か

し
た
ら
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
…
」。

そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
相
談
が
で
き

て
、一
緒
に
対
応
を
考
え
る
窓
口
が

「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で

す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
一
番
不
安
な
の

は
、そ
の
ご
本
人
さ
ん
。『
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
当
て
は
ま
る
項
目
が
い
く
つ

も
あ
る
け
れ
ど
…
』『
病
院
で
診
て
ほ

し
い
け
ど
ど
う
す
れ
ば
…
』な
ど
お

悩
み
の
と
き
は
、ま
ず
は
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
、必

要
な
支
援
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
一

緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
」と
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
の
岩
崎
孝
美
さ
ん
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、保
健
師
、看

護
師
、理
学
療
法
士
、認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
な
ど
の
職
員
が
在
籍

し
、多
職
種
が
連
携
し
て
、自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
り
、セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
の
ほ
か
、自
宅
へ
の
訪
問
や
電
話

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

 

□同じことを何回も言ったり、質問したりする。
□しまい忘れや置き忘れが多く、捜し物をすることが増える。
□買い物へは行けるが、昨日買ったものをまた買ってくる。
□スーパーなどで車をどこに駐車したかを忘れ、探し回る。
□留守番をしていて伝言を忘れてしまう。
□今切ったばかりの電話の相手や内容を忘れてしまう。
□テレビや新聞の内容が理解できなくなる。
□電子レンジやテレビチャンネルの操作ができなくなる。
□食事は作れるが、味付けが変わったり、メニューが単調になる。
□掃除を几帳面にしていた人が、散らかしっぱなしのままのことが多くなる。
□考え込まないと日付がわからない。
□約束した日付や場所を間違えるようになる。
□慣れた道で迷子になることがある。
□服装や化粧にあまり気を使わなくなり、洒落っ気がなくなった。
□新しい事柄に取り組むことをしなくなる。
□これまで楽しかった趣味などに興味をもたなくなる。
□何をするにもおっくうがり、自分から行動しなくなる。
□ささいなことで怒りっぽくなる。
□まわりへの気遣いが無くなり、頑固になる。

認知症チェックリスト認知症チェックリスト
思い当たることや日常生活にお困りのことがある場合は、かかりつけ医、
保健師、あんしんサポートセンターに相談を。

※症状には個人差があります。
※出典…しまね認知症疾患医療センターホームページ

・   

・   

・   

・

　平成30年6月1日時点での飯南町の高齢化率は
44.0％。10年前、平成20年6月1日の38.4％から5.6％
増加しています。
　高齢化に伴って、認知症をかかえる患者さんも全国
的に増えています。今月は、身近な病気「認知症」につい
て特集します。
■問合せ　あんしんサポートセンター（地域包括支援センター）
　　　　　電話72・1770

　平成30年6月1日時点での飯南町の高齢化率は
44.0％。10年前、平成20年6月1日の38.4％から5.6％
増加しています。
　高齢化に伴って、認知症をかかえる患者さんも全国
的に増えています。今月は、身近な病気「認知症」につい
て特集します。
■問合せ　あんしんサポートセンター（地域包括支援センター）
　　　　　電話72・1770
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■要介護認定者の割合　■認知症患者の割合
　単身高齢者＋高齢者のみの世帯の割合

みんなで考える

「認知症」

図1　65歳以上に対する要介護認定者・
　　  認知症患者・高齢者世帯の割合

左から田村素子（保健師）、森山雄三（介護保険担当職員）、岩崎孝美（認知症地域支援推進員）、嘉田将典（理学療法士）、田中多美（看護師）


